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❶
町
道
粒
ケ
谷
地
六
戸
線
粒

ケ
谷
地
橋
橋
梁
補
修
工
事

・
㈱
沢
田
建
設５

８
５
２
万
円

全
員
賛
成
で
可
決

❶
バ
・
オ
ー
ル
陳
列
什
器
購

入
・
㈱
文
屋

３
４
７
６
万
円

全
員
賛
成
で
可
決

❶
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
及
び 

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
変
更

❷
青
森
県
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

及
び
青
森
県
市
町
村
職
員

退
職
手
当
組
合
規
約
の
変

更
【
内
容
】

・
当
該
２
組
合
そ
れ
ぞ
れ
の

構
成
団
体
で
あ
る
黒
石
地

区
清
掃
施
設
組
合
が
令
和

８
年
３
月
31
日
を
も
っ
て

解
散
す
る
こ
と
に
伴
い
、

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
数
及
び
組
合
規
約

を
変
更
す
る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
乳
児
等
通
園
支
援
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

【
内
容
】

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
に
よ
る
乳
児
等
の
た
め

の
支
援
給
付
の
創
設
に
伴

い
、
乳
児
等
通
園
支
援
事

業
に
係
る
基
準
を
制
定
す

る
も
の

❷
五
戸
町
歯
科
口
腔
保
健
の

推
進
に
関
す
る
条
例

【
内
容
】

・
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に

関
す
る
基
本
理
念
を
定
め
、

町
の
責
務
等
を
明
確
に
す

る
と
と
も
に
、
町
民
の
生

涯
に
わ
た
る
健
康
の
保
持

増
進
を
目
的
と
し
て
制
定

す
る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
議
会
の
議
員
の
議

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
❷
五
戸
町
町
長
等
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

❸
五
戸
町
特
別
参
事
の
設
置

及
び
給
与
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

【
内
容
❶
〜
❸
】

・
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を

改
め
る
も
の

❹
五
戸
町
議
会
議
員
及
び
五

戸
町
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
選
挙
運
動
の
公
営
に
要
す

る
経
費
の
公
営
単
価
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
五
戸
町

議
会
議
員
及
び
五
戸
町
長

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運

動
の
公
営
に
要
す
る
経
費

の
公
営
単
価
を
改
正
す
る

も
の

❺
五
戸
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
令
和
７
年
10
月
６
日
付

け
青
森
県
人
事
委
員
会
か

ら
出
さ
れ
た
、
職
員
の
給

与
等
に
関
す
る
報
告
及
び

勧
告
に
基
づ
き
、
職
員
の

給
料
表
及
び
期
末
手
当
、

勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
を

改
め
る
も
の

❻
五
戸
町
職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
常
時
勤
務
す
る
職
員
で
診

療
の
業
務
に
従
事
し
た
医

師
の
処
遇
改
善
を
図
る
こ

と
及
び
、
改
正
前
の
五
戸

町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

支
給
に
関
す
る
条
例
第
３

条
の
規
定
に
よ
り
支
給
し

た
診
療
手
当
の
遡
及
適
用

を
図
る
も
の

❼
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正  

【
内
容
】

・
関
係
法
令
の
規
定
に
よ
り
、

災
害
弔
慰
金
及
び
災
害
障

害
見
舞
金
の
支
給
に
関
す

る
事
項
を
調
査
審
議
す
る
、

五
戸
町
災
害
弔
慰
金
等
支

給
審
査
委
員
会
を
設
置
す

る
も
の

❽
五
戸
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正  

❾
五
戸
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正 

�
五
戸
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
❽
〜
�
】

・
各
関
係
法
令
等
の
改
正
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の

�
五
戸
町
簡
易
水
道
事
業
給

水
条
例
の
一
部
改
正

�
五
戸
町
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
�
五
戸
町
下
水
道
条
例
の
一

部
改
正

【
内
容
�
〜
�
】

・
各
事
業
経
営
の
安
定
化
を

図
る
た
め
、
水
道
料
及
び

使
用
料
を
改
定
す
る
も
の

�
五
戸
町
斎
場
設
置
条
例
の

一
部
改
正

【
内
容
】

・
斎
場
老
朽
化
に
よ
る
修
繕

箇
所
の
増
及
び
、
燃
料
等

高
騰
に
よ
る
施
設
管
理
費

増
加
の
た
め
、
斎
場
使
用

料
を
改
正
す
る
も
の

�
五
戸
町
学
校
給
食
条
例
の

一
部
改
正

【
内
容
】

・
青
森
県
学
校
給
食
費
無
償

化
等
子
育
て
支
援
市
町
村

交
付
金
の
交
付
に
あ
た
り

改
正
す
る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

・
五
戸
町
企
業
立
地
推
進
条

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
３
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

８
５
１
５
万
２
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
１
０
億
２
３
１
７
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
産
直
施
設
建
設
工
事
費

３
３
０
０
万
円

・
光
ケ
ー
ブ
ル
移
設
工
事
費

負
担
金

１
３
６
万
７
千
円

・
身
体
障
が
い
者
補
装
具
費

１
０
０
万
円

・
障
が
い
児
通
所
給
付
費

２
０
０
万
円

・
乳
幼
児
医
療
費
給
付
費

６
５
０
万
円

・
収
入
保
険
加
入
推
進
事
業

費
補
助
金

１
４
４
万
円

・
新
規
就
農
者
育
成
総
合
対

策
事
業
費
補
助
金

５
２
５
万
円

・
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員

報
酬

１
１
８
万
円

・
管
内
中
学
校
施
設
改
修
工

事
費

１
３
８
万
６
千
円

・
歴
史
み
ら
い
パ
ー
ク
指
定

管
理
料

１
２
８
万
７
千
円

❷
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

５
８
９
６
万
４
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

５
億
９
９
６
８
万
６
千
円

❸
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

２
億
50
万
９
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

21
億
３
４
４
３
万
２
千
円

❹
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

７
９
６
４
万
６
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

25
億
５
３
８
３
万
２
千
円

❺
住
宅
用
地
造
成
事
業
等
特

別
会
計
補
正
予
算

　（
第
１
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
69
万
７
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

70
万
３
千
円

❻
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

　（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
８
１
万
３
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

３
８
３
８
万
５
千
円

❼
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

○
収
益
的
収
入

２
千
円
増
の
　
　
　
　
　

７
３
８
３
万
２
千
円

○
収
益
的
支
出

28
万
５
千
円
増
の
　
　
　

１
億
２
５
４
３
万
６
千
円

❽
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算（
第
２
号
）

○
収
益
的
支
出

１
１
２
万
７
千
円
増
の
　

４
億
４
２
８
６
万
円

○
資
本
的
支
出

１
万
４
千
円
減
の
　
　
　

３
億
３
９
０
１
万
９
千
円

❾
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　（
第
２
号
）

○
収
益
的
収
入

４
億
１
１
７
１
万
２
千
円
減
の

15
億
１
５
２
２
万
９
千
円

○
収
益
的
支
出

３
９
６
５
万
１
千
円
減
の

24
億
４
８
９
２
万
６
千
円

○
資
本
的
収
入

１
６
７
８
万
４
千
円
増
の

３
億
６
６
４
３
万
７
千
円

○
資
本
的
支
出

４
８
４
万
５
千
円
増
の
　

４
億
３
１
６
０
万
６
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

10

第14回　令和７年11月　臨時会

議決件数　２件

原案可決

２　件

同　　意

０　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

11月５日に１日間の会期で臨時会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

財
産
の
取
得
　
１
件

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

工
事
請
負
契
約
の
締
結
　
１
件

第15回　令和７年12月　定例会

議決件数　28件

原案可決

28　件

同　　意

０　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

12月４日から９日までの６日間の会期で定例会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

条
例
の
制
定
　
２
件

条
例
の
一
部
改
正
　
15
件

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

規
約
の
変
更
　
２
件

令
和
７
年
度
補
正
予
算 

９
件
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❶
町
道
粒
ケ
谷
地
六
戸
線
粒

ケ
谷
地
橋
橋
梁
補
修
工
事

・
㈱
沢
田
建
設５

８
５
２
万
円

全
員
賛
成
で
可
決

❶
バ
・
オ
ー
ル
陳
列
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器
購

入
・
㈱
文
屋
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４
７
６
万
円

全
員
賛
成
で
可
決

❶
青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
及
び 

青
森
県
市
町
村
総
合
事
務

組
合
規
約
の
変
更

❷
青
森
県
市
町
村
職
員
退
職

手
当
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

及
び
青
森
県
市
町
村
職
員

退
職
手
当
組
合
規
約
の
変

更
【
内
容
】

・
当
該
２
組
合
そ
れ
ぞ
れ
の

構
成
団
体
で
あ
る
黒
石
地

区
清
掃
施
設
組
合
が
令
和

８
年
３
月
31
日
を
も
っ
て

解
散
す
る
こ
と
に
伴
い
、

組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
数
及
び
組
合
規
約

を
変
更
す
る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
乳
児
等
通
園
支
援
事

業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例

【
内
容
】

・
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
に
よ
る
乳
児
等
の
た
め

の
支
援
給
付
の
創
設
に
伴

い
、
乳
児
等
通
園
支
援
事

業
に
係
る
基
準
を
制
定
す

る
も
の

❷
五
戸
町
歯
科
口
腔
保
健
の

推
進
に
関
す
る
条
例

【
内
容
】

・
歯
科
口
腔
保
健
の
推
進
に

関
す
る
基
本
理
念
を
定
め
、

町
の
責
務
等
を
明
確
に
す

る
と
と
も
に
、
町
民
の
生

涯
に
わ
た
る
健
康
の
保
持

増
進
を
目
的
と
し
て
制
定

す
る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

❶
五
戸
町
議
会
の
議
員
の
議

員
報
酬
及
び
費
用
弁
償
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
❷
五
戸
町
町
長
等
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

❸
五
戸
町
特
別
参
事
の
設
置

及
び
給
与
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

【
内
容
❶
〜
❸
】

・
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を

改
め
る
も
の

❹
五
戸
町
議
会
議
員
及
び
五

戸
町
長
の
選
挙
に
お
け
る

選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
選
挙
運
動
の
公
営
に
要
す

る
経
費
の
公
営
単
価
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
五
戸
町

議
会
議
員
及
び
五
戸
町
長

の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運

動
の
公
営
に
要
す
る
経
費

の
公
営
単
価
を
改
正
す
る

も
の

❺
五
戸
町
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
令
和
７
年
10
月
６
日
付

け
青
森
県
人
事
委
員
会
か

ら
出
さ
れ
た
、
職
員
の
給

与
等
に
関
す
る
報
告
及
び

勧
告
に
基
づ
き
、
職
員
の

給
料
表
及
び
期
末
手
当
、

勤
勉
手
当
の
支
給
割
合
を

改
め
る
も
の

❻
五
戸
町
職
員
の
特
殊
勤
務

手
当
支
給
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正

【
内
容
】

・
常
時
勤
務
す
る
職
員
で
診

療
の
業
務
に
従
事
し
た
医

師
の
処
遇
改
善
を
図
る
こ

と
及
び
、
改
正
前
の
五
戸

町
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当

支
給
に
関
す
る
条
例
第
３

条
の
規
定
に
よ
り
支
給
し

た
診
療
手
当
の
遡
及
適
用

を
図
る
も
の

❼
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正  

【
内
容
】

・
関
係
法
令
の
規
定
に
よ
り
、

災
害
弔
慰
金
及
び
災
害
障

害
見
舞
金
の
支
給
に
関
す

る
事
項
を
調
査
審
議
す
る
、

五
戸
町
災
害
弔
慰
金
等
支

給
審
査
委
員
会
を
設
置
す

る
も
の

❽
五
戸
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保

育
事
業
の
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一

部
改
正  

❾
五
戸
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
改
正 

�
五
戸
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
の
一
部
改
正

【
内
容
❽
〜
�
】

・
各
関
係
法
令
等
の
改
正
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行

う
も
の

�
五
戸
町
簡
易
水
道
事
業
給

水
条
例
の
一
部
改
正

�
五
戸
町
農
業
集
落
排
水
処

理
施
設
の
設
置
及
び
管
理

に
関
す
る
条
例
の
一
部
改

正
�
五
戸
町
下
水
道
条
例
の
一

部
改
正

【
内
容
�
〜
�
】

・
各
事
業
経
営
の
安
定
化
を

図
る
た
め
、
水
道
料
及
び

使
用
料
を
改
定
す
る
も
の

�
五
戸
町
斎
場
設
置
条
例
の

一
部
改
正

【
内
容
】

・
斎
場
老
朽
化
に
よ
る
修
繕

箇
所
の
増
及
び
、
燃
料
等

高
騰
に
よ
る
施
設
管
理
費

増
加
の
た
め
、
斎
場
使
用

料
を
改
正
す
る
も
の

�
五
戸
町
学
校
給
食
条
例
の

一
部
改
正

【
内
容
】

・
青
森
県
学
校
給
食
費
無
償

化
等
子
育
て
支
援
市
町
村

交
付
金
の
交
付
に
あ
た
り

改
正
す
る
も
の

全
員
賛
成
で
可
決

・
五
戸
町
企
業
立
地
推
進
条

❶
一
般
会
計
補
正
予
算

　（
第
３
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

８
５
１
５
万
２
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

１
１
０
億
２
３
１
７
万
４
千
円

【
主
な
内
容
】

・
産
直
施
設
建
設
工
事
費

３
３
０
０
万
円

・
光
ケ
ー
ブ
ル
移
設
工
事
費

負
担
金

１
３
６
万
７
千
円

・
身
体
障
が
い
者
補
装
具
費

１
０
０
万
円

・
障
が
い
児
通
所
給
付
費

２
０
０
万
円

・
乳
幼
児
医
療
費
給
付
費

６
５
０
万
円

・
収
入
保
険
加
入
推
進
事
業

費
補
助
金

１
４
４
万
円

・
新
規
就
農
者
育
成
総
合
対

策
事
業
費
補
助
金

５
２
５
万
円

・
鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
員

報
酬

１
１
８
万
円

・
管
内
中
学
校
施
設
改
修
工

事
費

１
３
８
万
６
千
円

・
歴
史
み
ら
い
パ
ー
ク
指
定

管
理
料

１
２
８
万
７
千
円

❷
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

５
８
９
６
万
４
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

５
億
９
９
６
８
万
６
千
円

❸
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

２
億
50
万
９
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

21
億
３
４
４
３
万
２
千
円

❹
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

７
９
６
４
万
６
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

25
億
５
３
８
３
万
２
千
円

❺
住
宅
用
地
造
成
事
業
等
特

別
会
計
補
正
予
算

　（
第
１
号
）

・
補
正
額（
減
額
）

△
69
万
７
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

70
万
３
千
円

❻
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算

　（
第
２
号
）

・
補
正
額（
増
額
）

１
８
１
万
３
千
円

・
予
算
総
額（
補
正
後
）

３
８
３
８
万
５
千
円

❼
簡
易
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）

○
収
益
的
収
入

２
千
円
増
の
　
　
　
　
　

７
３
８
３
万
２
千
円

○
収
益
的
支
出

28
万
５
千
円
増
の
　
　
　

１
億
２
５
４
３
万
６
千
円

❽
下
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算（
第
２
号
）

○
収
益
的
支
出

１
１
２
万
７
千
円
増
の
　

４
億
４
２
８
６
万
円

○
資
本
的
支
出

１
万
４
千
円
減
の
　
　
　

３
億
３
９
０
１
万
９
千
円

❾
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算

　（
第
２
号
）

○
収
益
的
収
入

４
億
１
１
７
１
万
２
千
円
減
の

15
億
１
５
２
２
万
９
千
円

○
収
益
的
支
出

３
９
６
５
万
１
千
円
減
の

24
億
４
８
９
２
万
６
千
円

○
資
本
的
収
入

１
６
７
８
万
４
千
円
増
の

３
億
６
６
４
３
万
７
千
円

○
資
本
的
支
出

４
８
４
万
５
千
円
増
の
　

４
億
３
１
６
０
万
６
千
円

全
員
賛
成
で
可
決

10

第14回　令和７年11月　臨時会

議決件数　２件

原案可決

２　件

同　　意

０　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

11月５日に１日間の会期で臨時会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

財
産
の
取
得
　
１
件

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

工
事
請
負
契
約
の
締
結
　
１
件

第15回　令和７年12月　定例会

議決件数　28件

原案可決

28　件

同　　意

０　件

承　　認

０　件

認　　定

０　件

12月４日から９日までの６日間の会期で定例会が開催されました。

町
長
提
出
案
件

条
例
の
制
定
　
２
件

条
例
の
一
部
改
正
　
15
件

審
議
の
結
果

審
議
の
結
果

規
約
の
変
更
　
２
件

令
和
７
年
度
補
正
予
算 

９
件



⑤ ごのへ議会だより 第58号 ごのへ議会だより 第58号 ④

引
退
後
は
派
遣
し
な
い
と
言

わ
れ
て
い
る
。

　
他
の
診
療
科
の
よ
う
に
、

近
隣
医
療
機
関
に
週
に
数
日

の
応
援
医
師
を
要
請
し
、
外

来
診
療
や
健
診
な
ど
の
業
務

を
中
心
と
し
た
運
営
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

　
出
産
に
つ
い
て
は
八
戸
市
立

市
民
病
院
周
産
期
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
、
健
診
は
当
院
で
、

30
週
を
経
過
し
て
の
出
産
は

八
戸
市
立
市
民
病
院
周
産
期

セ
ン
タ
ー
で
行
う
体
制
を
、

引
き
続
き
構
築
し
た
い
。

　
５
人
い
る
常
勤
医
の
う
ち

２
名
に
つ
い
て
も
来
年
度
に

は
定
年
を
迎
え
る
。

　
定
年
後
、
当
院
を
去
っ
た

場
合
、
ど
の
よ
う
な
懸
念
が

あ
る
か
。

　
多
く
の
弊
害
が
懸
念
さ
れ

る
が
、
特
に
24
時
間
の
救
急

搬
送
の
受
け
入
れ
態
勢
を
行

え
な
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

　
去
る
10
月
15
日
、
若
宮
町

長
は
宮
下
青
森
県
知
事
に
地

域
医
療
の
支
援
を
要
望
さ
れ

た
と
の
こ
と
。
ど
の
よ
う
な

や
り
取
り
を
さ
れ
、
そ
れ
を

受
け
て
病
院
事
業
を
ど
の
よ

う
に
進
め
る
か
。

　
医
師
確
保
が
思
う
よ
う
に

進
ま
な
い
中
、
早
め
に
県
主

導
で
地
域
の
病
院
の
助
け
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
要
望

し
た
。

　
宮
下
青
森
県
知
事
か
ら
は

「
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人

を
拡
大
す
る
と
い
う
方
向
性

で
検
討
を
進
め
て
い
る
。
内

容
が
具
体
化
し
て
か
ら
詳
細

を
示
す
が
、
県
内
医
療
全
体

に
県
が
主
体
性
と
責
任
を

持
っ
て
取
り
組
む
。」と
返
答

が
あ
っ
た
。

　
青
森
県
が
示
す
方
針
を
注

視
し
、
そ
れ
に
積
極
的
に
か

か
わ
っ
て
い
き
た
い
。

　
上
市
川
小
学
校
の
施
設
改

修
計
画
は
。

　
現
在
、
学
校
現
場
の
要
望

や
提
案
等
を
聞
き
な
が
ら
事

業
費
の
試
算
を
行
っ
て
い
る
。

　
老
朽
化
対
策
は
、
外
壁
の

補
修
、
建
具
等
の
不
具
合
箇

所
や
雨
漏
り
の
修
繕
が
必
要
。

　
利
便
性
の
向
上
で
は
、
ト

イ
レ
の
洋
式
化
の
推
進
、
特

別
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設

置
、
廊
下
か
ら
教
室
内
を
視

認
で
き
る
よ
う
な
窓
や
入
口

の
戸
の
改
修
を
検
討
。

　
こ
れ
ら
の
改
修
に
は
多
額

の
事
業
費
が
か
か
る
が
、
開

校
ま
で
に
終
え
て
お
く
べ
き

も
の
な
ど
は
精
査
し
、
開
校

前
の
完
了
を
目
指
し
て
い
る
。

　
通
学
の
体
制
整
備
計
画
は
。

　
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
り
、
川
内
地
区
小
学

校
統
合
準
備
委
員
会
に
お
い

て
、
バ
ス
事
業
者
な
ど
を
交

え
て
議
論
し
た
り
し
て
、
児

童
に
と
っ
て
よ
り
良
い
通
学

方
法
を
模
索
し
て
い
る
。

　
準
備
委
員
会
の
中
で
も
、

特
に
小
学
校
が
遠
く
な
る
切

谷
内
小
学
校
区
の
児
童
の
通

学
手
段
・
体
制
に
つ
い
て
、

十
分
手
厚
い
体
制
を
と
る
べ

き
と
意
見
が
あ
り
、
今
後
も

安
全
面
へ
の
対
策
も
含
め

十
分
、
検
討
協
議
す
る
。

　
全
身
麻
酔
に
よ
る
外
科
手

術
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
聞

く
が
原
因
は
。

　
全
身
麻
酔
等
で
行
う
外
科

手
術
は
外
科
医
師
が
３
名
は

必
要
だ
が
、
現
在
は
院
長
の

１
名
の
み
。
研
修
医
な
ど
の

協
力
に
よ
り
行
え
て
い
た
も

の
の
、
外
科
を
志
望
す
る
研

修
医
の
減
少
に
よ
り
、
今
は

そ
れ
も
で
き
な
い
状
況
。

　
常
勤
医
の
産
婦
人
科
医
は

ご
高
齢
で
あ
る
。
引
退
さ
れ

た
後
、
産
婦
人
科
を
ど
の
よ

う
に
運
営
す
る
か
。

　
産
婦
人
科
の
応
援
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
て
い
る
派
遣
元
の

東
北
大
学
産
婦
人
科
医
局
で

は
、
当
院
の
担
当
医
師
が
勤

務
で
き
る
う
ち
は
続
け
る
が
、

　
今
年
度
の
ク
マ
・
イ
ノ
シ

シ
の
捕
獲
、
駆
除
頭
数
は
。

　
ク
マ
の
捕
獲
、
駆
除
頭
数

は
13
頭
、
イ
ノ
シ
シ
は
６

頭
。

　
捕
獲
、
駆
除
に
か
か
る
経

費
や
報
酬
は
。

　
猟
友
会
へ
捕
獲
用
の
エ
サ

の
提
供
や
、
狩
猟
者
の
練
習

の
た
め
の
射
撃
場
使
用
料
・

訓
練
用
弾
代
を
補
助
。
事
故

の
補
償
は
県
市
町
村
等
非
常

勤
職
員
の
公
務
災
害
補
償
で

対
応
。

　
隊
員
の
報
酬
費
は
、
大
型

獣
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
・
イ
ノ

シ
シ
・
シ
カ
に
つ
い
て
は
、

令
和
７
年
４
月
か
ら
１
時
間

単
価
を
１
千
円
か
ら
２
千
円
、

一
日
上
限
を
１
万
２
千
円
に

増
額
し
た
。
ま
た
、
捕
獲
奨

励
金
と
し
て
大
型
獣
１
頭
１

万
円
、
小
型
獣
の
タ
ヌ
キ
・

ハ
ク
ビ
シ
ン
等
は
１
匹
５
千

円
と
し
、
年
度
末
に
各
猟
友

会
支
部
に
支
出
し
て
い
る
。

　
個
人
で
わ
な
を
設
置
す
る

場
合
の
注
意
点
は
。

　「
鳥
獣
保
護
管
理
法
」に
よ

り
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て

い
る
。
人
家
の
屋
根
裏
や
小

屋
へ
の
侵
入
な
ど
影
響
が
あ

る
場
合
は
、
農
林
課
職
員
と

猟
友
会
の
隊
員
が
現
地
確
認

を
行
い
、
わ
な
の
設
置
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
に
、
猟
友

会
が
設
置
・
管
理
を
行
う
。

　
鳥
獣
被
害
防
止
、
狩
猟
免

許
取
得
の
経
費
補
助
は
。

　
侵
入
防
止
の
電
柵
な
ど
の

対
策
に
は
事
業
費
の
２
分
の

１
、
上
限
５
万
円
を
補
助
。

猟
友
会
に
所
属
し
、
捕
獲
活

動
に
３
年
以
上
従
事
で
き
る

こ
と
を
条
件
に
、
狩
猟
免
許

取
得
の
補
助
も
し
て
い
る
。

　
県
道
の
拡
幅
工
事
に
は
ど

の
よ
う
な
手
続
が
必
要
か
。

　
道
路
管
理
者
が
県
で
あ
る

た
め
、
町
と
の
手
続
は
な
い

が
、
引
き
続
き
県
に
要
望
す

る
。

　
拡
幅
の
た
め
に
立
ち
退
き

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
の

代
替
地
の
取
得
、
費
用
の
負

担
は
。

　
費
用
の
負
担
に
つ
い
て

は
、
住
宅
等
の
移
転
補
償
費

と
し
て
基
準
に
基
づ
き
県
が

地
権
者
へ
補
償
す
る
。
代
替

地
の
あ
っ
せ
ん
は
県
で
は

行
っ
て
い
な
い
。

　
歩
道
の
拡
幅
、
段
差
の
解

消
、
斜
め
部
分
の
平
た
ん
化

な
ど
の
整
備
は
。

　
現
地
調
査
等
を
行
い
、
道

路
の
利
用
状
況
、
沿
道
状
況

を
踏
ま
え
て
整
備
手
法
を
検

討
す
る
。

一般質問

質
問 

②

一般質問
12
月
定
例
会
で
は
４
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。

◆
五
戸
総
合
病
院
の
経
営
改
善
を
早
急
に

　町
長

　青
森
県
が
示
す
方
針
を
注
視
し
、
そ
れ
に
積
極
的
に
か
か
わ
り
た
い

◆
川
内
地
区
の
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
、
通
学

　
の
体
制
整
備
を
十
分
に
と
る
べ
き

　教
育
長

　特
に
小
学
校
か
ら
遠
く
な
る
切
谷
内

　
　
　
　
　小
学
校
区
の
手
厚
い
体
制
を
と
る

すず き りゅうや

◆
鳥
獣
被
害
、
特
に
ク
マ
・
イ
ノ
シ
シ
対
策
は

　町
長

　特
に
危
険
が
伴
う
大
型
獣
駆
除
の
処
遇
改
善

　
　
　
　に
取
り
組
む

とよ た たか お

豊田　孝夫 議員

質
問 

①

質
問
要
旨

　
五
戸
総
合
病
院
で
は
医

師
の
確
保
が
思
う
よ
う
に

進
ま
ず
、
外
来
患
者
数
の

減
少
や
外
科
手
術
数
の
減

少
な
ど
に
よ
る
収
益
の
減

少
に
よ
り
、
厳
し
い
経
営

を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
も
医
師
不
足
が
劇

的
に
改
善
さ
れ
る
見
通
し

は
な
い
上
、
今
い
る
常
勤

医
の
高
齢
化
に
伴
う
離
職

な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
。
医

師
不
足
に
よ
る
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
低
下
や
財
政

負
担
を
考
え
た
場
合
、
然

る
べ
き
病
院
の
在
り
方
を

早
急
に
議
論
し
対
策
を
講

じ
る
べ
き
で
あ
る
。

◆
県
道
２
３
３
号
浅
水
南
部
線
の
拡
幅
は

　町
長

　道
路
の
現
状
に
つ
い
て
は
町
と
し
て
も
把
握
し
て
お
り
、

　
　
　
　県
単
独
事
業
に
位
置
づ
け
て
要
望
し
て
い
る

質
問
要
旨

　
県
道
２
３
３
号
浅
水
南

部
線
は
浅
水
下
平
地
区
が

特
に
道
幅
が
狭
く
、
大
型

車
が
す
れ
違
う
際
に
一
方

が
停
車
せ
ざ
る
を
得
な

い
。

　
ま
た
、
こ
の
路
線
は
浅

水
か
ら
豊
川
地
区
に
か
け

て
山
砂
採
取
場
が
あ
り
、

大
型
ダ
ン
プ
カ
ー
の
交
通

量
も
多
く
度
々
交
通
渋
滞

も
起
き
て
い
る
。
地
域
住

民
か
ら
の
要
望
も
多
く
早

急
な
対
策
が
求
め
ら
れ

る
。

質
問
要
旨

　
全
国
的
に
ク
マ
に
よ
る

被
害
が
相
次
ぎ
、
青
森
県

で
も
被
害
者
数
は
８
人
に

上
っ
て
い
る
。
令
和
７
年

５
月
１
日
か
ら
の
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
出
没
警
報
が
現
在

も
継
続
中
と
な
っ
て
い
る
。

（
12
月
31
日
を
も
っ
て
青

森
県
は
解
除
）

　
つ
い
て
は
、
害
獣
に
対

し
ど
の
よ
う
な
対
策
を
取

る
か
を
伺
う
。

質
問
要
旨

　
令
和
９
年
４
月
の
開
校
を
目

指
し
、
切
谷
内
小
学
校
と
上
市

川
小
学
校
の
統
合
の
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
統
合
先
の
施
設
は
現
上
市
川

小
学
校
に
決
定
し
た
が
、
上
市

川
小
学
校
の
施
設
の
老
朽
化
対

策
を
統
合
ま
で
に
終
わ
ら
せ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
ま
た
、
通
学
の
体
制
整
備
を

十
分
に
と
る
べ
き
で
あ
る
。

鈴木　隆也 議員

答 
若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

③

答 

上
山
総
合
病
院
事
務
局
長

質
問 

④

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

①

答 

澤
田
教
育
長

答 

澤
田
教
育
長

質
問 

② 

質
問 

①

質
問 

②

答 

若
宮
町
長

質
問 

③

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

③

質
問 

②

質
問 

④

質
問 

①



⑤ ごのへ議会だより 第58号 ごのへ議会だより 第58号 ④

引
退
後
は
派
遣
し
な
い
と
言

わ
れ
て
い
る
。

　
他
の
診
療
科
の
よ
う
に
、

近
隣
医
療
機
関
に
週
に
数
日

の
応
援
医
師
を
要
請
し
、
外

来
診
療
や
健
診
な
ど
の
業
務

を
中
心
と
し
た
運
営
に
な
る

と
思
わ
れ
る
。

　
出
産
に
つ
い
て
は
八
戸
市
立

市
民
病
院
周
産
期
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
、
健
診
は
当
院
で
、

30
週
を
経
過
し
て
の
出
産
は

八
戸
市
立
市
民
病
院
周
産
期

セ
ン
タ
ー
で
行
う
体
制
を
、

引
き
続
き
構
築
し
た
い
。

　
５
人
い
る
常
勤
医
の
う
ち

２
名
に
つ
い
て
も
来
年
度
に

は
定
年
を
迎
え
る
。

　
定
年
後
、
当
院
を
去
っ
た

場
合
、
ど
の
よ
う
な
懸
念
が

あ
る
か
。

　
多
く
の
弊
害
が
懸
念
さ
れ

る
が
、
特
に
24
時
間
の
救
急

搬
送
の
受
け
入
れ
態
勢
を
行

え
な
く
な
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。

　
去
る
10
月
15
日
、
若
宮
町

長
は
宮
下
青
森
県
知
事
に
地

域
医
療
の
支
援
を
要
望
さ
れ

た
と
の
こ
と
。
ど
の
よ
う
な

や
り
取
り
を
さ
れ
、
そ
れ
を

受
け
て
病
院
事
業
を
ど
の
よ

う
に
進
め
る
か
。

　
医
師
確
保
が
思
う
よ
う
に

進
ま
な
い
中
、
早
め
に
県
主

導
で
地
域
の
病
院
の
助
け
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
と
要
望

し
た
。

　
宮
下
青
森
県
知
事
か
ら
は

「
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人

を
拡
大
す
る
と
い
う
方
向
性

で
検
討
を
進
め
て
い
る
。
内

容
が
具
体
化
し
て
か
ら
詳
細

を
示
す
が
、
県
内
医
療
全
体

に
県
が
主
体
性
と
責
任
を

持
っ
て
取
り
組
む
。」と
返
答

が
あ
っ
た
。

　
青
森
県
が
示
す
方
針
を
注

視
し
、
そ
れ
に
積
極
的
に
か

か
わ
っ
て
い
き
た
い
。

　
上
市
川
小
学
校
の
施
設
改

修
計
画
は
。

　
現
在
、
学
校
現
場
の
要
望

や
提
案
等
を
聞
き
な
が
ら
事

業
費
の
試
算
を
行
っ
て
い
る
。

　
老
朽
化
対
策
は
、
外
壁
の

補
修
、
建
具
等
の
不
具
合
箇

所
や
雨
漏
り
の
修
繕
が
必
要
。

　
利
便
性
の
向
上
で
は
、
ト

イ
レ
の
洋
式
化
の
推
進
、
特

別
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設

置
、
廊
下
か
ら
教
室
内
を
視

認
で
き
る
よ
う
な
窓
や
入
口

の
戸
の
改
修
を
検
討
。

　
こ
れ
ら
の
改
修
に
は
多
額

の
事
業
費
が
か
か
る
が
、
開

校
ま
で
に
終
え
て
お
く
べ
き

も
の
な
ど
は
精
査
し
、
開
校

前
の
完
了
を
目
指
し
て
い
る
。

　
通
学
の
体
制
整
備
計
画
は
。

　
保
護
者
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
た
り
、
川
内
地
区
小
学

校
統
合
準
備
委
員
会
に
お
い

て
、
バ
ス
事
業
者
な
ど
を
交

え
て
議
論
し
た
り
し
て
、
児

童
に
と
っ
て
よ
り
良
い
通
学

方
法
を
模
索
し
て
い
る
。

　
準
備
委
員
会
の
中
で
も
、

特
に
小
学
校
が
遠
く
な
る
切

谷
内
小
学
校
区
の
児
童
の
通

学
手
段
・
体
制
に
つ
い
て
、

十
分
手
厚
い
体
制
を
と
る
べ

き
と
意
見
が
あ
り
、
今
後
も

安
全
面
へ
の
対
策
も
含
め

十
分
、
検
討
協
議
す
る
。

　
全
身
麻
酔
に
よ
る
外
科
手

術
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
聞

く
が
原
因
は
。

　
全
身
麻
酔
等
で
行
う
外
科

手
術
は
外
科
医
師
が
３
名
は

必
要
だ
が
、
現
在
は
院
長
の

１
名
の
み
。
研
修
医
な
ど
の

協
力
に
よ
り
行
え
て
い
た
も

の
の
、
外
科
を
志
望
す
る
研

修
医
の
減
少
に
よ
り
、
今
は

そ
れ
も
で
き
な
い
状
況
。

　
常
勤
医
の
産
婦
人
科
医
は

ご
高
齢
で
あ
る
。
引
退
さ
れ

た
後
、
産
婦
人
科
を
ど
の
よ

う
に
運
営
す
る
か
。

　
産
婦
人
科
の
応
援
サ
ポ
ー

ト
を
行
っ
て
い
る
派
遣
元
の

東
北
大
学
産
婦
人
科
医
局
で

は
、
当
院
の
担
当
医
師
が
勤

務
で
き
る
う
ち
は
続
け
る
が
、

　
今
年
度
の
ク
マ
・
イ
ノ
シ

シ
の
捕
獲
、
駆
除
頭
数
は
。

　
ク
マ
の
捕
獲
、
駆
除
頭
数

は
13
頭
、
イ
ノ
シ
シ
は
６

頭
。

　
捕
獲
、
駆
除
に
か
か
る
経

費
や
報
酬
は
。

　
猟
友
会
へ
捕
獲
用
の
エ
サ

の
提
供
や
、
狩
猟
者
の
練
習

の
た
め
の
射
撃
場
使
用
料
・

訓
練
用
弾
代
を
補
助
。
事
故

の
補
償
は
県
市
町
村
等
非
常

勤
職
員
の
公
務
災
害
補
償
で

対
応
。

　
隊
員
の
報
酬
費
は
、
大
型

獣
の
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
・
イ
ノ

シ
シ
・
シ
カ
に
つ
い
て
は
、

令
和
７
年
４
月
か
ら
１
時
間

単
価
を
１
千
円
か
ら
２
千
円
、

一
日
上
限
を
１
万
２
千
円
に

増
額
し
た
。
ま
た
、
捕
獲
奨

励
金
と
し
て
大
型
獣
１
頭
１

万
円
、
小
型
獣
の
タ
ヌ
キ
・

ハ
ク
ビ
シ
ン
等
は
１
匹
５
千

円
と
し
、
年
度
末
に
各
猟
友

会
支
部
に
支
出
し
て
い
る
。

　
個
人
で
わ
な
を
設
置
す
る

場
合
の
注
意
点
は
。

　「
鳥
獣
保
護
管
理
法
」に
よ

り
原
則
と
し
て
禁
止
さ
れ
て

い
る
。
人
家
の
屋
根
裏
や
小

屋
へ
の
侵
入
な
ど
影
響
が
あ

る
場
合
は
、
農
林
課
職
員
と

猟
友
会
の
隊
員
が
現
地
確
認

を
行
い
、
わ
な
の
設
置
が
必

要
と
な
っ
た
場
合
に
、
猟
友

会
が
設
置
・
管
理
を
行
う
。

　
鳥
獣
被
害
防
止
、
狩
猟
免

許
取
得
の
経
費
補
助
は
。

　
侵
入
防
止
の
電
柵
な
ど
の

対
策
に
は
事
業
費
の
２
分
の

１
、
上
限
５
万
円
を
補
助
。

猟
友
会
に
所
属
し
、
捕
獲
活

動
に
３
年
以
上
従
事
で
き
る

こ
と
を
条
件
に
、
狩
猟
免
許

取
得
の
補
助
も
し
て
い
る
。

　
県
道
の
拡
幅
工
事
に
は
ど

の
よ
う
な
手
続
が
必
要
か
。

　
道
路
管
理
者
が
県
で
あ
る

た
め
、
町
と
の
手
続
は
な
い

が
、
引
き
続
き
県
に
要
望
す

る
。

　
拡
幅
の
た
め
に
立
ち
退
き

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
場
合
の

代
替
地
の
取
得
、
費
用
の
負

担
は
。

　
費
用
の
負
担
に
つ
い
て

は
、
住
宅
等
の
移
転
補
償
費

と
し
て
基
準
に
基
づ
き
県
が

地
権
者
へ
補
償
す
る
。
代
替

地
の
あ
っ
せ
ん
は
県
で
は

行
っ
て
い
な
い
。

　
歩
道
の
拡
幅
、
段
差
の
解

消
、
斜
め
部
分
の
平
た
ん
化

な
ど
の
整
備
は
。

　
現
地
調
査
等
を
行
い
、
道

路
の
利
用
状
況
、
沿
道
状
況

を
踏
ま
え
て
整
備
手
法
を
検

討
す
る
。

一般質問

質
問 

②

一般質問
12
月
定
例
会
で
は
４
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
一
般
質
問
は
、
一
般
行
政
、
教
育
、
選
挙
、
農
地
行
政
な
ど
町
が
行
う
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
質
問
で
き
ま
す
。

◆
五
戸
総
合
病
院
の
経
営
改
善
を
早
急
に

　町
長

　青
森
県
が
示
す
方
針
を
注
視
し
、
そ
れ
に
積
極
的
に
か
か
わ
り
た
い

◆
川
内
地
区
の
小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
、
通
学

　
の
体
制
整
備
を
十
分
に
と
る
べ
き

　教
育
長

　特
に
小
学
校
か
ら
遠
く
な
る
切
谷
内

　
　
　
　
　小
学
校
区
の
手
厚
い
体
制
を
と
る

すず き りゅうや

◆
鳥
獣
被
害
、
特
に
ク
マ
・
イ
ノ
シ
シ
対
策
は

　町
長

　特
に
危
険
が
伴
う
大
型
獣
駆
除
の
処
遇
改
善

　
　
　
　に
取
り
組
む

とよ た たか お

豊田　孝夫 議員

質
問 

①

質
問
要
旨

　
五
戸
総
合
病
院
で
は
医

師
の
確
保
が
思
う
よ
う
に

進
ま
ず
、
外
来
患
者
数
の

減
少
や
外
科
手
術
数
の
減

少
な
ど
に
よ
る
収
益
の
減

少
に
よ
り
、
厳
し
い
経
営

を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

　
今
後
も
医
師
不
足
が
劇

的
に
改
善
さ
れ
る
見
通
し

は
な
い
上
、
今
い
る
常
勤

医
の
高
齢
化
に
伴
う
離
職

な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
。
医

師
不
足
に
よ
る
医
療
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
低
下
や
財
政

負
担
を
考
え
た
場
合
、
然

る
べ
き
病
院
の
在
り
方
を

早
急
に
議
論
し
対
策
を
講

じ
る
べ
き
で
あ
る
。

◆
県
道
２
３
３
号
浅
水
南
部
線
の
拡
幅
は

　町
長

　道
路
の
現
状
に
つ
い
て
は
町
と
し
て
も
把
握
し
て
お
り
、

　
　
　
　県
単
独
事
業
に
位
置
づ
け
て
要
望
し
て
い
る

質
問
要
旨

　
県
道
２
３
３
号
浅
水
南

部
線
は
浅
水
下
平
地
区
が

特
に
道
幅
が
狭
く
、
大
型

車
が
す
れ
違
う
際
に
一
方

が
停
車
せ
ざ
る
を
得
な

い
。

　
ま
た
、
こ
の
路
線
は
浅

水
か
ら
豊
川
地
区
に
か
け

て
山
砂
採
取
場
が
あ
り
、

大
型
ダ
ン
プ
カ
ー
の
交
通

量
も
多
く
度
々
交
通
渋
滞

も
起
き
て
い
る
。
地
域
住

民
か
ら
の
要
望
も
多
く
早

急
な
対
策
が
求
め
ら
れ

る
。

質
問
要
旨

　
全
国
的
に
ク
マ
に
よ
る

被
害
が
相
次
ぎ
、
青
森
県

で
も
被
害
者
数
は
８
人
に

上
っ
て
い
る
。
令
和
７
年

５
月
１
日
か
ら
の
ツ
キ
ノ

ワ
グ
マ
出
没
警
報
が
現
在

も
継
続
中
と
な
っ
て
い
る
。

（
12
月
31
日
を
も
っ
て
青

森
県
は
解
除
）

　
つ
い
て
は
、
害
獣
に
対

し
ど
の
よ
う
な
対
策
を
取

る
か
を
伺
う
。

質
問
要
旨

　
令
和
９
年
４
月
の
開
校
を
目

指
し
、
切
谷
内
小
学
校
と
上
市

川
小
学
校
の
統
合
の
準
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　
統
合
先
の
施
設
は
現
上
市
川

小
学
校
に
決
定
し
た
が
、
上
市

川
小
学
校
の
施
設
の
老
朽
化
対

策
を
統
合
ま
で
に
終
わ
ら
せ
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

　
ま
た
、
通
学
の
体
制
整
備
を

十
分
に
と
る
べ
き
で
あ
る
。

鈴木　隆也 議員

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

③

答 

上
山
総
合
病
院
事
務
局
長

質
問 

④

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

①

答 

澤
田
教
育
長

答 

澤
田
教
育
長

質
問 

② 

質
問 

①

質
問 

②

答 

若
宮
町
長

質
問 

③

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

③

質
問 

②

質
問 

④

質
問 

①
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五
戸
町
の
財
政
状
況
の
悪

化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
２
年
ほ
ど
町
の
予
算
編
成

で
も
、
五
戸
町
の
貯
金
と
言

え
る
財
政
調
整
基
金
の
取
崩

し
が
続
い
て
お
り
、
こ
の
状

況
が
続
く
と
い
ず
れ
予
算
編

成
が
で
き
な
く
な
る
と
聞
い

て
い
る
。

　
町
の
こ
れ
ま
で
の
予
算
規

模
と
財
政
調
整
基
金
の
推
移

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
直
近
５
年
間
の
推
移
に
つ

い
て
回
答
す
る
。（
左
表
）

　
令
和
８
年
度
予
算
に
つ
い

て
は
各
課
に
予
算
削
減
の
指

示
を
出
し
て
お
り
、
適
正
な

予
算
編
成
を
し
て
い
く
。

　
財
政
調
整
基
金
の
残
高
に

つ
い
て
今
後
の
見
通
し
は
。

　
病
院
や
下
水
道
等
の
公
営

企
業
会
計
へ
の
繰
出
金
の
ほ

か
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設

の
維
持
修
繕
費
な
ど
、
一
般

財
源
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
経
費
が
増
加
傾
向
に

あ
る
。
今
後
も
厳
し
い
財
政

状
況
が
続
く
見
通
し
で
あ
り
、

当
面
基
金
残
高
が
増
え
る
こ

と
は
考
え
に
く
い
。

　
各
課
に
対
し
、
10
％
の
予

算
削
減
を
指
示
し
て
い
る
と

お
聞
き
し
て
い
る
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
っ

て
も
必
要
な
事
業
に
は
き
ち

ん
と
予
算
を
付
け
て
い
た
だ

き
た
い
。
ど
う
い
っ
た
予
算

を
削
減
し
て
い
こ
う
と
お
考

え
で
あ
る
の
か
。

　
削
減
に
つ
い
て
は
主
に
委

託
料
や
保
守
料
な
ど
の
経
費

の
見
直
し
を
指
示
し
て
お
り
、

必
要
な
事
業
に
か
か
る
費
用

に
つ
い
て
は
し
っ
か
り
予
算

を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

　
事
業
費
を
減
ら
さ
な
い
方

針
で
あ
れ
ば
、
そ
の
事
業
に

よ
る
成
果
を
最
大
化
し
、
よ

り
高
い
効
果
を
得
る
こ
と
が

町
を
盛
り
上
げ
、
結
果
と
し

て
財
政
の
助
け
に
な
る
道
だ

と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
の
鍵
に
な
る
事

業
の
一
つ
が「
関
係
人
口
の

創
出
」だ
と
思
わ
れ
る
。

　
今
後
ど
の
よ
う
に
予
算
を

つ
け
て
い
こ
う
と
お
考
え
か
。

　
平
成
30
年
に「
ご
の
へ
み

ら
い
会
議
」
と
し
て
始
ま

り
、
現
在
は「
五
戸
ま
ち
づ

く
り
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
」と

し
て
継
続
し
て
い
る
関
係
人

口
創
出
事
業
は
、
町
内
外
か

ら
様
々
な
人
が
集
ま
り
、
対

話
し
、
仲
間
を
見
つ
け
る
こ

と
で
、
町
の
中
で
新
し
い
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
着

実
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　
新
年
度
に
向
け
て
の
予
算

に
つ
い
て
は
、
予
算
額
の
増

減
の
議
論
は
し
て
い
な
い

が
、
そ
の
時
々
に
応
じ
て
必

要
と
思
わ
れ
る
予
算
を
要
求

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
今
の
五
戸
に
は「
五
戸
を

盛
り
上
げ
た
い
」と
い
う
人

が
た
く
さ
ん
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
方
々
の
横
連
携
が
う
ま

く
取
れ
て
い
な
い
よ
う
に
も

見
え
る
。
今
何
か
や
り
た
い

と
行
動
し
て
い
る
人
た
ち
や
、

今
後
何
か
や
り
た
い
と
く
す

ぶ
っ
て
い
る
人
た
ち
を
掘
り

起
こ
し
、
つ
な
げ
て
い
く
作

戦
を
今
後
ぜ
ひ
ご
検
討
い
た

だ
き
た
い
。

かわさき しちひろ

川﨑　七洋 議員

　
五
戸
町
健
康
増
進
計
画

第
２
次
の
結
果
と
第
３
次
の

施
策
は
。

　
第
２
次
は
最
終
年
度
で
あ

る
令
和
６
年
度
に
特
定
健
診

受
診
率
60
．０
％
を
掲
げ
推
進

し
て
き
た
結
果
、
平
成
25
年

度
受
診
率
20
．４
％
か
ら
令
和

５
年
度
35
．７
％
に
上
昇
し
た

も
の
の
、
県
平
均
37
．８
％

に
も
及
ば
ず
、
県
内
32
位
で

あ
っ
た
。

　
第
３
次
で
は
令
和
18
年
度

受
診
率
目
標
を
60
．０
％
と

　
定
期
的
に
医
療
機
関
で
受

診
し
て
い
れ
ば
特
定
健
診
を

受
診
し
な
く
て
よ
い
か
。

　
９
割
以
上
の
方
は
特
定
健

診
の
代
わ
り
に
な
ら
な
い
。

年
１
回
の
健
診
受
診
が
重
要
。

　
受
診
率
の
増
加
が
著
し
い
、

も
し
く
は
高
い
他
自
治
体
の

施
策
は
。

　
秋
田
県
は
県
と
医
師
会
が

協
力
、
定
期
的
な
医
療
機
関

の
受
診
者
に
か
か
り
つ
け
医

か
ら
受
診
勧
奨
。

田
子
町（
56
．９
％
）

地
区
ご
と
に
受
診
日
を
決
め
、

集
団
検
診
を
実
施
。

鶴
田
町（
50
．４
％
）

集
団
検
診
を
実
施
の
他
に
、

が
ん
検
診
を
無
償
化
。

し
、
受
診
し
や
す
い
環
境
の

整
備
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の

提
供
、
関
係
機
関
と
連
携
し

受
診
勧
奨
を
行
う
。

　
主
要
死
亡
原
因
別
死
者
数

上
位
は「
が
ん
」で
あ
り
、

が
ん
検
診
の
受
診
勧
奨
も
併

せ
て
行
う
。

　
年
代
別
未
受
診
者
は
、

40
代
50
代
が
75
％
以
上
、

60
代
70
代
は
67
％
以
下
と

差
が
大
き
い
。

　
地
区
別
で
は
、
浅
田
豊
間

内
地
区
、
倉
石
地
区
の
未
受

診
者
が
数
ポ
イ
ン
ト
高
い
。

　「
青
森
県
自
然
・
地
域
と

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の

共
生
に
関
す
る
条
例
」の
影

響
は
。

　
県
条
例
は
地
域
に
保
護
地

域
、
保
全
地
域
、
調
整
地
域

の
区
分
を
設
け
、
保
全
地
域

と
調
整
地
域
の
う
ち
、
市
町

村
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
を
促
進
す
る
区
域
で

あ
っ
て
、
地
域
と
の
共
生
が

図
ら
れ
る
と
知
事
が
認
め
た

区
域
を
共
生
区
域
と
し
、
そ

こ
に
施
設
を
誘
導
す
る
条
例
。

　
五
戸
町
に
保
護
地
域
は
無

く
、
保
全
地
域
、
調
整
地
域

と
な
っ
て
お
り
、
現
時
点
で

共
生
区
域
は
な
い
。

　
太
陽
光
発
電
の
拡
大
が
進

む
中
で
、
自
然
環
境
の
破
壊
、

設
備
撤
去
の
不
安
な
ど
の
問

題
に
は
町
と
し
て
強
い
関
心

を
持
っ
て
お
り
、
町
の
豊
か

な
自
然
環
境
や
景
観
を
未
来

の
世
代
に
も
良
好
な
状
態
で

引
き
継
ぐ
責
務
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　
寿
命
と
な
っ
た
設
備
の
廃

棄
・
撤
去
に
関
す
る
規
則
は
。

 

　
県
条
例
で
は
、
計
画
に
将

来
的
な
施
設
の
廃
止
、
廃
棄

物
の
撤
去
・
処
理
に
対
す
る

記
載
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

  

県
条
例
の
対
象
と
な
っ
て

い
な
い
小
規
模
な
施
設
に
対

す
る
町
独
自
の
条
例
の
必
要

性
は
。

 

　
県
条
例
は
太
陽
光
発
電

２
，０
０
０
ｋ
ｗ
以
上
、
風

力
発
電
５
０
０
ｋ
ｗ
以
上
が

対
象
。

　
町
で
は
小
規
模
な
施
設
で

あ
っ
て
も
、
土
砂
災
害
の
リ

ス
ク
増
大
、
環
境
へ
の
影
響
、

廃
棄
、
撤
去
等
が
地
域
に
負

担
を
も
た
ら
す
可
能
性
を
認

識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
全
国
の
自
治
体
の

約
３
分
の
１
、
５
３
１
の
自

治
体
が
再
エ
ネ
条
例
を
制
定

し
て
い
る
。（
２
０
２
４
年
）

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

国
や
県
の
動
向
を
勘
案
し
条

例
整
備
を
進
め
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

 

あ
ら
か
じ
め
、
耕
作
放
棄

地
な
ど
に
共
生
地
区
を
設
定

し
て
、
戦
略
的
に
施
設
を
誘

導
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
こ

と
を
望
む
。

一般質問

質
問 

①

◆五戸町の財政調整基金の減少に対する
　来年度の予算編成の方針は？
　町長　委託料や保守料などを削減し、
　　　　事業費をしっかり確保する

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

寺
尾
総
合
政
策
課
長
補
佐

答 

中
里
総
合
政
策
課
政
策
推
進
室
長

答 

中
里
総
合
政
策
課
政
策
推
進
室
長

質
問 

②

質
問 

④

要

　望

要

　望

質
問 

③

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

③

◆
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

　
町
長
　
町
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
未
来
の
世
代
に
も
良
好
な

　
　
　
　
状
態
で
引
き
継
ぐ

質
問 

①

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

②

質
問 

③

たかおく ひろあき

髙奥　浩明 議員

一般質問

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

約23億円（20％）

約22億円（21％）

約22億円（22％）

約29億円（27％）

約29億円（26％）

決算年度 予算規模

116億 300万円

104億5600万円

100億7400万円

108億 700万円

112億7500万円

19億9100万円

25億2100万円

27億9700万円

22億8900万円

15億7400万円

うち自主財源 財政調整基金残高

直近５年間の予算・財政調整基金残高の概数

◆
特
定
健
康
診
断
の
受
診
状
況
に
つ
い
て

　
町
長
　
令
和
18
年
度
特
定
健
診
受
診
率
の
目
標
60
．０
％

特定健康診査実施率（東北６県）
全国福島県山形県

山形県１位

宮城県３位
岩手県７位
福島県10位
秋田県20位

青森県31位
全国

五戸町

宮城県秋田県岩手県青森県五戸町
55.0％

50.0％

25.0％
令和２年

『市町村国保特定健康診査・特定保健指導実施状況報告書』公益社団法人国民健康保険中央会
令和５年令和４年令和３年

30.0％

35.0％

40.0％

45.0％

答 

川
村
健
康
増
進
課
長

答 

川
村
健
康
増
進
課
長

青森県自然・地域と再生可能
エネルギーとの共生に関する
条例について
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五
戸
町
の
財
政
状
況
の
悪

化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。
こ

こ
２
年
ほ
ど
町
の
予
算
編
成

で
も
、
五
戸
町
の
貯
金
と
言

え
る
財
政
調
整
基
金
の
取
崩

し
が
続
い
て
お
り
、
こ
の
状

況
が
続
く
と
い
ず
れ
予
算
編

成
が
で
き
な
く
な
る
と
聞
い

て
い
る
。

　
町
の
こ
れ
ま
で
の
予
算
規

模
と
財
政
調
整
基
金
の
推
移

は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
直
近
５
年
間
の
推
移
に
つ

い
て
回
答
す
る
。（
左
表
）

　
令
和
８
年
度
予
算
に
つ
い

て
は
各
課
に
予
算
削
減
の
指

示
を
出
し
て
お
り
、
適
正
な

予
算
編
成
を
し
て
い
く
。

　
財
政
調
整
基
金
の
残
高
に

つ
い
て
今
後
の
見
通
し
は
。

　
病
院
や
下
水
道
等
の
公
営

企
業
会
計
へ
の
繰
出
金
の
ほ

か
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設

の
維
持
修
繕
費
な
ど
、
一
般

財
源
で
対
応
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
経
費
が
増
加
傾
向
に

あ
る
。
今
後
も
厳
し
い
財
政

状
況
が
続
く
見
通
し
で
あ
り
、

当
面
基
金
残
高
が
増
え
る
こ

と
は
考
え
に
く
い
。

　
各
課
に
対
し
、
10
％
の
予

算
削
減
を
指
示
し
て
い
る
と

お
聞
き
し
て
い
る
。

　
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
っ

て
も
必
要
な
事
業
に
は
き
ち

ん
と
予
算
を
付
け
て
い
た
だ

き
た
い
。
ど
う
い
っ
た
予
算

を
削
減
し
て
い
こ
う
と
お
考

え
で
あ
る
の
か
。

　
削
減
に
つ
い
て
は
主
に
委

託
料
や
保
守
料
な
ど
の
経
費

の
見
直
し
を
指
示
し
て
お
り
、

必
要
な
事
業
に
か
か
る
費
用

に
つ
い
て
は
し
っ
か
り
予
算

を
確
保
し
て
い
き
た
い
。

　
事
業
費
を
減
ら
さ
な
い
方

針
で
あ
れ
ば
、
そ
の
事
業
に

よ
る
成
果
を
最
大
化
し
、
よ

り
高
い
効
果
を
得
る
こ
と
が

町
を
盛
り
上
げ
、
結
果
と
し

て
財
政
の
助
け
に
な
る
道
だ

と
考
え
て
い
る
。

　
そ
の
た
め
の
鍵
に
な
る
事

業
の
一
つ
が「
関
係
人
口
の

創
出
」だ
と
思
わ
れ
る
。

　
今
後
ど
の
よ
う
に
予
算
を

つ
け
て
い
こ
う
と
お
考
え
か
。

　
平
成
30
年
に「
ご
の
へ
み

ら
い
会
議
」
と
し
て
始
ま

り
、
現
在
は「
五
戸
ま
ち
づ

く
り
ワ
ー
ル
ド
カ
フ
ェ
」と

し
て
継
続
し
て
い
る
関
係
人

口
創
出
事
業
は
、
町
内
外
か

ら
様
々
な
人
が
集
ま
り
、
対

話
し
、
仲
間
を
見
つ
け
る
こ

と
で
、
町
の
中
で
新
し
い
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
な
ど
着

実
に
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

　
新
年
度
に
向
け
て
の
予
算

に
つ
い
て
は
、
予
算
額
の
増

減
の
議
論
は
し
て
い
な
い

が
、
そ
の
時
々
に
応
じ
て
必

要
と
思
わ
れ
る
予
算
を
要
求

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
今
の
五
戸
に
は「
五
戸
を

盛
り
上
げ
た
い
」と
い
う
人

が
た
く
さ
ん
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
方
々
の
横
連
携
が
う
ま

く
取
れ
て
い
な
い
よ
う
に
も

見
え
る
。
今
何
か
や
り
た
い

と
行
動
し
て
い
る
人
た
ち
や
、

今
後
何
か
や
り
た
い
と
く
す

ぶ
っ
て
い
る
人
た
ち
を
掘
り

起
こ
し
、
つ
な
げ
て
い
く
作

戦
を
今
後
ぜ
ひ
ご
検
討
い
た

だ
き
た
い
。

かわさき しちひろ

川﨑　七洋 議員

　
五
戸
町
健
康
増
進
計
画

第
２
次
の
結
果
と
第
３
次
の

施
策
は
。

　
第
２
次
は
最
終
年
度
で
あ

る
令
和
６
年
度
に
特
定
健
診

受
診
率
60
．０
％
を
掲
げ
推
進

し
て
き
た
結
果
、
平
成
25
年

度
受
診
率
20
．４
％
か
ら
令
和

５
年
度
35
．７
％
に
上
昇
し
た

も
の
の
、
県
平
均
37
．８
％

に
も
及
ば
ず
、
県
内
32
位
で

あ
っ
た
。

　
第
３
次
で
は
令
和
18
年
度

受
診
率
目
標
を
60
．０
％
と

　
定
期
的
に
医
療
機
関
で
受

診
し
て
い
れ
ば
特
定
健
診
を

受
診
し
な
く
て
よ
い
か
。

　
９
割
以
上
の
方
は
特
定
健

診
の
代
わ
り
に
な
ら
な
い
。

年
１
回
の
健
診
受
診
が
重
要
。

　
受
診
率
の
増
加
が
著
し
い
、

も
し
く
は
高
い
他
自
治
体
の

施
策
は
。

　
秋
田
県
は
県
と
医
師
会
が

協
力
、
定
期
的
な
医
療
機
関

の
受
診
者
に
か
か
り
つ
け
医

か
ら
受
診
勧
奨
。

田
子
町（
56
．９
％
）

地
区
ご
と
に
受
診
日
を
決
め
、

集
団
検
診
を
実
施
。

鶴
田
町（
50
．４
％
）

集
団
検
診
を
実
施
の
他
に
、

が
ん
検
診
を
無
償
化
。

し
、
受
診
し
や
す
い
環
境
の

整
備
、
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
の

提
供
、
関
係
機
関
と
連
携
し

受
診
勧
奨
を
行
う
。

　
主
要
死
亡
原
因
別
死
者
数

上
位
は「
が
ん
」で
あ
り
、

が
ん
検
診
の
受
診
勧
奨
も
併

せ
て
行
う
。

　
年
代
別
未
受
診
者
は
、

40
代
50
代
が
75
％
以
上
、

60
代
70
代
は
67
％
以
下
と

差
が
大
き
い
。

　
地
区
別
で
は
、
浅
田
豊
間

内
地
区
、
倉
石
地
区
の
未
受

診
者
が
数
ポ
イ
ン
ト
高
い
。

　「
青
森
県
自
然
・
地
域
と

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の

共
生
に
関
す
る
条
例
」の
影

響
は
。

　
県
条
例
は
地
域
に
保
護
地

域
、
保
全
地
域
、
調
整
地
域

の
区
分
を
設
け
、
保
全
地
域

と
調
整
地
域
の
う
ち
、
市
町

村
が
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
導
入
を
促
進
す
る
区
域
で

あ
っ
て
、
地
域
と
の
共
生
が

図
ら
れ
る
と
知
事
が
認
め
た

区
域
を
共
生
区
域
と
し
、
そ

こ
に
施
設
を
誘
導
す
る
条
例
。

　
五
戸
町
に
保
護
地
域
は
無

く
、
保
全
地
域
、
調
整
地
域

と
な
っ
て
お
り
、
現
時
点
で

共
生
区
域
は
な
い
。

　
太
陽
光
発
電
の
拡
大
が
進

む
中
で
、
自
然
環
境
の
破
壊
、

設
備
撤
去
の
不
安
な
ど
の
問

題
に
は
町
と
し
て
強
い
関
心

を
持
っ
て
お
り
、
町
の
豊
か

な
自
然
環
境
や
景
観
を
未
来

の
世
代
に
も
良
好
な
状
態
で

引
き
継
ぐ
責
務
が
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　
寿
命
と
な
っ
た
設
備
の
廃

棄
・
撤
去
に
関
す
る
規
則
は
。

 

　
県
条
例
で
は
、
計
画
に
将

来
的
な
施
設
の
廃
止
、
廃
棄

物
の
撤
去
・
処
理
に
対
す
る

記
載
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

  

県
条
例
の
対
象
と
な
っ
て

い
な
い
小
規
模
な
施
設
に
対

す
る
町
独
自
の
条
例
の
必
要

性
は
。

 

　
県
条
例
は
太
陽
光
発
電

２
，０
０
０
ｋ
ｗ
以
上
、
風

力
発
電
５
０
０
ｋ
ｗ
以
上
が

対
象
。

　
町
で
は
小
規
模
な
施
設
で

あ
っ
て
も
、
土
砂
災
害
の
リ

ス
ク
増
大
、
環
境
へ
の
影
響
、

廃
棄
、
撤
去
等
が
地
域
に
負

担
を
も
た
ら
す
可
能
性
を
認

識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
全
国
の
自
治
体
の

約
３
分
の
１
、
５
３
１
の
自

治
体
が
再
エ
ネ
条
例
を
制
定

し
て
い
る
。（
２
０
２
４
年
）

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、

国
や
県
の
動
向
を
勘
案
し
条

例
整
備
を
進
め
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。

 

あ
ら
か
じ
め
、
耕
作
放
棄

地
な
ど
に
共
生
地
区
を
設
定

し
て
、
戦
略
的
に
施
設
を
誘

導
す
る
こ
と
を
検
討
す
る
こ

と
を
望
む
。

一般質問

質
問 

①

◆五戸町の財政調整基金の減少に対する
　来年度の予算編成の方針は？
　町長　委託料や保守料などを削減し、
　　　　事業費をしっかり確保する

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

答 

寺
尾
総
合
政
策
課
長
補
佐

答 

中
里
総
合
政
策
課
政
策
推
進
室
長

答 

中
里
総
合
政
策
課
政
策
推
進
室
長

質
問 

②

質
問 

④

要

　望

要

　望

質
問 

③

質
問 

①

質
問 

②

質
問 

③

◆
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て

　
町
長
　
町
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
未
来
の
世
代
に
も
良
好
な

　
　
　
　
状
態
で
引
き
継
ぐ

質
問 

①

答 

若
宮
町
長

答 

若
宮
町
長

質
問 

②

質
問 

③

たかおく ひろあき

髙奥　浩明 議員

一般質問

令和２年度

令和３年度

令和４年度

令和５年度

令和６年度

約23億円（20％）

約22億円（21％）

約22億円（22％）

約29億円（27％）

約29億円（26％）

決算年度 予算規模

116億 300万円

104億5600万円

100億7400万円

108億 700万円

112億7500万円

19億9100万円

25億2100万円

27億9700万円

22億8900万円

15億7400万円

うち自主財源 財政調整基金残高

直近５年間の予算・財政調整基金残高の概数

◆
特
定
健
康
診
断
の
受
診
状
況
に
つ
い
て

　
町
長
　
令
和
18
年
度
特
定
健
診
受
診
率
の
目
標
60
．０
％

特定健康診査実施率（東北６県）
全国福島県山形県

山形県１位

宮城県３位
岩手県７位
福島県10位
秋田県20位

青森県31位
全国

五戸町

宮城県秋田県岩手県青森県五戸町
55.0％

50.0％

25.0％
令和２年

『市町村国保特定健康診査・特定保健指導実施状況報告書』公益社団法人国民健康保険中央会
令和５年令和４年令和３年

30.0％

35.0％

40.0％

45.0％

答 

川
村
健
康
増
進
課
長

答 

川
村
健
康
増
進
課
長

青森県自然・地域と再生可能
エネルギーとの共生に関する
条例について



町政の課題把握・解決に向けて、各常任委員会が管轄する分野の取組についての調査を行いました。

経済常任委員会 参会委員　委 員 長　大久保和夫　　副委員長　三浦專治郎
　　　　　委　　員　髙奥　浩明　　委　　員　三浦　俊哉

◆産直施設の進捗状況等を調査
　令和８年９月オープンに向けて準備が進めら
れている産直施設「バ・オール」について、工事の
進捗状況や施設の概要、加入者数、販売商品の
種類など、現在の状況を担当課からお話を伺い
ました。

◆町道下タノ沢頭４号線道路改良工事、町道中ノ沢線
　道路改良工事を調査
　町では計画的に道路改良工事や修繕工事など
を行っていますが、今年度工事を行った２路線
について現地調査を行いました。また、道路の
不具合箇所を写真で通報できる国土交通省の
ＬＩＮＥ通報アプリについても説明を受けました。

◆ごのへアップるちゃれんじ事業を調査
　りんご等の改植・新植事業費や栽培管理経費
について国の補助事業に上乗せして補助すると
いう事業で、対象は高密植等で植栽し将来的に
スマート農業に通じるものに限られます。今後
この事業により、農業者の労働環境改善や町の
りんご生産量、ふるさと納税額の増加につなげて
いきたいということです。

◆歴史みらいパーク噴水広場を調査
　町民の交流拠点として整備されていた歴史
みらいパークの噴水広場の改修工事が終了しま
した。ドライ噴水やミストなど数パターンの噴水
があり、今後子どもたちでにぎわう場所となり
そうです。

令和７年10月10日実施

民生常任委員会 参会委員　委 員 長　鈴木　隆也　　副委員長　柏田　匡智
　　　　　委　　員　川村　浩昭　　委　　員　中川原賢治

◆倉石温泉とデイサービスセンターくらいし
　温泉の運営を調査
　昨年営業を再開した倉石温泉と、10月１日に
開設したデイサービスセンターくらいし温泉を
現地調査し、運営する東北医療福祉事業協同
組合（ＳＧグループ）からお話を伺いました。
　それぞれの利用者数の状況や、「カマラードの
家」・「ふるさとの家」などの地域の施設との連携
計画、今後の展望についてお話を聞くことが
できました。

◆五戸総合病院の運営を調査

　五戸総合病院の運営と今後について調査し、

今年度の経営状況や不足する医師の確保につい

て、院長と事務局長からお話を伺いました。

　特に医師不足については、地域的な医師の

偏在により、病院だけの努力では解決が難しい

という現状を知ることができました。

令和７年10月29日実施

経済常任委員会

■視察案件①  北海道安平町
「オーガニックビレッジ宣言を行っている自治体の状況調査」
　１人の農家から始まった有機農業、国の政策とも
相まって北海道初のオーガニックビレッジ宣言を行う
こととなりました。
　町がオーガニックビレッジ宣言
を行う理由については、農家と行政
が検討を重ねて決め、その結果道外
から約20名の親規就農者を呼び
寄せることになりました。オーガ
ニックビレッジ宣言を行った経緯
から現状まで五戸町でも参考になる
事例を学ぶことができました。
■視察案件②  北海道長沼町

「地域おこし協力隊を活用した取組について」
　平成27年度から始めた地域おこし協力隊の採用。
しかし一日中役場業務を詰め込まれ、期間終了後の
準備ができなかった隊員の定着率は、もくろみより
もかなり低かったそうです。原因を分析・対策して
令和５年度から募集を再開。募集条件は厳しいもの
の、現在10名の隊員が活躍しており、最大15名まで
の採用を目指しています。
　地域おこし協力隊を活用している本町にとっても
参考となる事例を学ぶことができました。

■視察案件③  北海道新篠津村
「産直市場の運営等について・６次産業化の取組について」
　今回の県外行政視察では、道の駅「しんしのつ」に
おける６次産業化の取組や、宿泊施設「たっぷの湯」
を核とした交流・滞在型観光の実践事例について
理解を深めることができました。６次産業化の推進
にあたっては、加工施設の整備や商品開発支援に
加え、消費者ニーズを踏まえた価格設定やパッケー
ジデザインの工夫が行われるなど、行政や関係団体
が連携し、試作から販売までを段階的に支援する
体制が取られており、産直施設の準備が進められて
いる本町においても参考となる事例を学ぶことができ
ました。

参会委員　委 員 長　大久保和夫　　副委員長　三浦專治郎
　　　　　委　　員　佐々木喜克　　委　　員　髙奥　浩明
　　　　　委　　員　三浦　俊哉
研修期間　令和７年10月21日～23日（３日間）

民生常任委員会

■視察案件①

三重県東員町「健康サポートサービス事業に係る取組」
　東員町では、住民主体の介護予防・フレイル予防
の取組を進めていました。＊フレイル予防サポーター
というボランティアを組織し、要介護認定となる
前にフレイルの早期発見・対応をしており、住民
参加型のやりがい・生きがいづくりに取り組んでい
ました。
　また、東京大学と共同開発で、電力使用データから
フレイルを検知するＡＩを開発し、生命保険会社と
地域包括支援センターの職員が単身高齢者世帯を訪問
して、官民連携で健康状態確認・健康増進につながる
情報伝達を行ってい
ました。

■視察案件②

静岡県森町「公立森町病院の取組」
　公立森町病院では、隣接する森町訪問看護ステー
ション・森町家庭医療クリニックのほか、周辺病院
や介護福祉施設と連携し、住民が安心して暮らせる
医療提供体制を構築していました。院長が「大病院
のミニチュア版ではない、森町病院でしかできない
医療を提供していきたい」と力説していたことが大変
印象に残りました。
　また、病院の経営状況に理解を持ってもらったり、
在宅医療の重要性を理解してもらったりするために、
院長自らが月
に一回、森町
内各戸に配布
された無線機
を利用し広報
を行っていま
した。

参会委員　委 員 長　鈴木　隆也　　副委員長　柏田　匡智
　　　　　委　　員　川村　浩昭　　委　　員　中川原賢治
研修期間　令和７年10月22日～24日（３日間）

⑨ ごのへ議会だより 第58号 ごのへ議会だより 第58号 ⑧

所管事務調査 県外行政調査研修

＊【フレイル】
加齢により心身機能
が低下した状態で
介護が必要となる
手前の状態



町政の課題把握・解決に向けて、各常任委員会が管轄する分野の取組についての調査を行いました。

経済常任委員会 参会委員　委 員 長　大久保和夫　　副委員長　三浦專治郎
　　　　　委　　員　髙奥　浩明　　委　　員　三浦　俊哉

◆産直施設の進捗状況等を調査
　令和８年９月オープンに向けて準備が進めら
れている産直施設「バ・オール」について、工事の
進捗状況や施設の概要、加入者数、販売商品の
種類など、現在の状況を担当課からお話を伺い
ました。

◆町道下タノ沢頭４号線道路改良工事、町道中ノ沢線
　道路改良工事を調査
　町では計画的に道路改良工事や修繕工事など
を行っていますが、今年度工事を行った２路線
について現地調査を行いました。また、道路の
不具合箇所を写真で通報できる国土交通省の
ＬＩＮＥ通報アプリについても説明を受けました。

◆ごのへアップるちゃれんじ事業を調査
　りんご等の改植・新植事業費や栽培管理経費
について国の補助事業に上乗せして補助すると
いう事業で、対象は高密植等で植栽し将来的に
スマート農業に通じるものに限られます。今後
この事業により、農業者の労働環境改善や町の
りんご生産量、ふるさと納税額の増加につなげて
いきたいということです。

◆歴史みらいパーク噴水広場を調査
　町民の交流拠点として整備されていた歴史
みらいパークの噴水広場の改修工事が終了しま
した。ドライ噴水やミストなど数パターンの噴水
があり、今後子どもたちでにぎわう場所となり
そうです。

令和７年10月10日実施

民生常任委員会 参会委員　委 員 長　鈴木　隆也　　副委員長　柏田　匡智
　　　　　委　　員　川村　浩昭　　委　　員　中川原賢治

◆倉石温泉とデイサービスセンターくらいし
　温泉の運営を調査
　昨年営業を再開した倉石温泉と、10月１日に
開設したデイサービスセンターくらいし温泉を
現地調査し、運営する東北医療福祉事業協同
組合（ＳＧグループ）からお話を伺いました。
　それぞれの利用者数の状況や、「カマラードの
家」・「ふるさとの家」などの地域の施設との連携
計画、今後の展望についてお話を聞くことが
できました。

◆五戸総合病院の運営を調査

　五戸総合病院の運営と今後について調査し、

今年度の経営状況や不足する医師の確保につい

て、院長と事務局長からお話を伺いました。

　特に医師不足については、地域的な医師の

偏在により、病院だけの努力では解決が難しい

という現状を知ることができました。

令和７年10月29日実施

経済常任委員会

■視察案件①  北海道安平町
「オーガニックビレッジ宣言を行っている自治体の状況調査」
　１人の農家から始まった有機農業、国の政策とも
相まって北海道初のオーガニックビレッジ宣言を行う
こととなりました。
　町がオーガニックビレッジ宣言
を行う理由については、農家と行政
が検討を重ねて決め、その結果道外
から約20名の親規就農者を呼び
寄せることになりました。オーガ
ニックビレッジ宣言を行った経緯
から現状まで五戸町でも参考になる
事例を学ぶことができました。
■視察案件②  北海道長沼町

「地域おこし協力隊を活用した取組について」
　平成27年度から始めた地域おこし協力隊の採用。
しかし一日中役場業務を詰め込まれ、期間終了後の
準備ができなかった隊員の定着率は、もくろみより
もかなり低かったそうです。原因を分析・対策して
令和５年度から募集を再開。募集条件は厳しいもの
の、現在10名の隊員が活躍しており、最大15名まで
の採用を目指しています。
　地域おこし協力隊を活用している本町にとっても
参考となる事例を学ぶことができました。

■視察案件③  北海道新篠津村
「産直市場の運営等について・６次産業化の取組について」
　今回の県外行政視察では、道の駅「しんしのつ」に
おける６次産業化の取組や、宿泊施設「たっぷの湯」
を核とした交流・滞在型観光の実践事例について
理解を深めることができました。６次産業化の推進
にあたっては、加工施設の整備や商品開発支援に
加え、消費者ニーズを踏まえた価格設定やパッケー
ジデザインの工夫が行われるなど、行政や関係団体
が連携し、試作から販売までを段階的に支援する
体制が取られており、産直施設の準備が進められて
いる本町においても参考となる事例を学ぶことができ
ました。

参会委員　委 員 長　大久保和夫　　副委員長　三浦專治郎
　　　　　委　　員　佐々木喜克　　委　　員　髙奥　浩明
　　　　　委　　員　三浦　俊哉
研修期間　令和７年10月21日～23日（３日間）

民生常任委員会

■視察案件①

三重県東員町「健康サポートサービス事業に係る取組」
　東員町では、住民主体の介護予防・フレイル予防
の取組を進めていました。＊フレイル予防サポーター
というボランティアを組織し、要介護認定となる
前にフレイルの早期発見・対応をしており、住民
参加型のやりがい・生きがいづくりに取り組んでい
ました。
　また、東京大学と共同開発で、電力使用データから
フレイルを検知するＡＩを開発し、生命保険会社と
地域包括支援センターの職員が単身高齢者世帯を訪問
して、官民連携で健康状態確認・健康増進につながる
情報伝達を行ってい
ました。

■視察案件②

静岡県森町「公立森町病院の取組」
　公立森町病院では、隣接する森町訪問看護ステー
ション・森町家庭医療クリニックのほか、周辺病院
や介護福祉施設と連携し、住民が安心して暮らせる
医療提供体制を構築していました。院長が「大病院
のミニチュア版ではない、森町病院でしかできない
医療を提供していきたい」と力説していたことが大変
印象に残りました。
　また、病院の経営状況に理解を持ってもらったり、
在宅医療の重要性を理解してもらったりするために、
院長自らが月
に一回、森町
内各戸に配布
された無線機
を利用し広報
を行っていま
した。

参会委員　委 員 長　鈴木　隆也　　副委員長　柏田　匡智
　　　　　委　　員　川村　浩昭　　委　　員　中川原賢治
研修期間　令和７年10月22日～24日（３日間）

⑨ ごのへ議会だより 第58号 ごのへ議会だより 第58号 ⑧

所管事務調査 県外行政調査研修
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加齢により心身機能
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　五戸町の将来を担う子どもたちに町政について関心を持っていただきたく、五戸町議会広報常任
委員会に所属する議員が五戸中学校で出前意見交換会を行いました。
　生徒の皆さんには事前に「現状、私たちが感じる課題」や「提案・質問」を考えていただき、当日に
生徒と議員が意見交換を行いました。

五 戸 中 学 校

◆生徒：教育・子育て支援の拡充のため、おむつ
代など係る費用を無料にしては。

川﨑：出産一時金や夫婦の家賃補助など実は
いろいろやっている。時代に合わせて
今後も考えていく。

◆生徒：医師の減少に対する対策は。
柏田：五戸総合病院医師確保のため、全国の

登録医師とのマッチング支援サービス
の活用や、多くの派遣・応援医師に御
協力頂き、医師確保に努めている。

◆生徒：修学旅行費補助の実施予定は。
佐 木々：「現段階での実施は困難である」との答弁

が９月定例会において示されたが、今後
も引き続き実施を求めていきたい。

◆生徒：五戸町の老人ホームに待機者はいるか。
髙奥：低料金で利用できる地域密着型特別養護

老人ホームでは、80名ほど待機している。
◆生徒：令和６年度の商工費の主な使い道は。
豊田：五戸まつりや各イベント、プレミアム

商品券の資金などに使用している。

３年１組・３年２組の
皆さんに参加して
いただきました！
（令和７年11月27日実施）

倉石中学校との出前意見交換会も予定しておりましたが、インフルエンザによる学年閉鎖のため実施できませんでした。紹介しきれませんでしたが、たくさんの素晴らしいご感想・ご意見をいただきありがとうございました。

　12月８日に開催された五戸町議会第15回定例会一般
質問に、川内中学校２年生の皆さん21名が傍聴に来て
くれました。
　午後からの傍聴でしたが、川﨑議員と髙奥議員の
一般質問が行われる中、気づいたことなどをメモし
ながら静かに傍聴されていました。
　今回の議会傍聴をとおして、町政や町議会への興味・
関心につながってくれると幸いです。

川内中学校議会傍聴

議会傍聴をしてみての感想を一部紹介させていただきます

議
会
を
傍
聴
し
て
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か
っ
た
こ
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五
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の
一
人
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て
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　町のためにたくさんの人の意見がぶつかり
合ってよりよいものになっていることがわか
りました。難しい質問もお金やいろんな問題
に対応した答えを出せるのが本当にすごいと
思いました。町民一人一人が住みやすい町に
なるようにすごく考えられていてうれしかっ
たです。私も五戸町に住んでいるのに、知ら
なかったことや想像したこともなかった町の
課題が多くあって驚きました。特に心に残っ
ているのは、髙奥浩明さんの五戸町の再生
可能エネルギーについての質問です。使われ
ていない地域を発電に使うのか、五戸町に
とってのメリット・デメリットなどを考えて、
どの答えが最善なのか考えるのが面白かった
です。

　五戸町議会を傍聴して、ふだんの生活では
簡単に見ることのできない貴重な議論を知る
ことができてよかったです。議員の人たちが
意見を述べたり、質問したりしていて、見て
いて感動しました。五戸町の議会の様子を
テレビで放送していることは知っていたけれ
ど見たことがなかったので、実際に傍聴人
という立場で見るのは新鮮でした。特に印象
に残ったのは、１つの質問事項についても
いろいろな意見があるということです。議員
の方々一人一人が同じというわけではないけ
ど、五戸町のことを思い発言していることが
わかりました。五戸町議会を傍聴した経験を
これからの生活で生かしていきたいと思い
ます。

　一人の町民として町を活性化させていきた
いと思います。町を活性化させるために、
地域の祭やイベントに参加し、町を盛り上げ
ていく必要があると思いました。また、五戸
町の一員として自覚をもって活動していきた
いです。
　がん検診については、若い世代からがん
検診についての重要さを発信し、広い世代に
興味・関心を集める必要があると考えました。
なので、私たちから家族にがん検診を勧め、
そこから多くの人々にがんの怖さを伝えていか
なければならないと思いました。
　再生可能エネルギーの施設も、増やしていっ
た方が今後の五戸町のためになるのではない
かと考えたけれど、処分の仕方に問題が生じる
ことがわかりました。処分の仕方をよく考え
ながら、エネルギー問題について考えていく
必要があると思いました。
　町の一員としてできることをして、将来の
五戸町を支えられるようにしたいです。

　私は、これからの五戸町を子どもから大人
まで誰もが安心して暮らせる町にしていき
たいと思っています。今住んでいるこの町に
は、自然や伝統、優しい人たちなど、よい
ところがたくさんあります。その魅力を大切
にしながら、もっと若い人たちがここで暮ら
したいと思えるような場所にしていきたい
です。
　そのために、私たち中学生の声も町づくり
にしっかり届いてほしいし、自分でもできる
ことがあれば積極的に参加したいと思いま
す。五戸町の未来をつくるのは大人だけでは
なく、私たち一人一人だと感じています。
小さなことでも、自分にできることから始め
て、みんなが笑顔になれる五戸町にしていき
たいです。

⑪ ごのへ議会だより 第58号 ごのへ議会だより 第58号 ⑩

　町のことをよく調べ、
何が課題かを理解して
くれていることが伝わり
ました。中学生だからこそ
見える課題も教えてもら
えたので、こちらも大変
勉強になりました。あり
がとうございました。

川 﨑 七 洋　議員
（広報常任委員長）

　自分も中学三年生の親で
あり、生徒の皆さんと親し
く意見交換できました。
特に地域医療・人口減少
問題のような大人でも正解
がなかなか出せない課題
に対し、取り組む姿勢が
素晴らしかったです。

柏 田 匡 智　議員
（広報常任委員）

　中学生の提案を見ると、
現状を分析した上で、対応
策を考えているという点
ではなかなか鋭いと感じ
入りました。改めて行政
の場でも課題に対して取り
組まなければと、思いを
新たにしました。

豊 田 孝 夫　議員
（広報常任副委員長）

　自分たちが考えたテーマ、
課題に対し純粋にそして真摯
に向き合っていて、一人一人
が主体的に考え、行動しよう
とする姿勢が感じられ、今後
の町づくりや政策検討につな
げていくべき貴重な意見で
あると感じました。

佐々木 喜 克　議員
（広報常任委員）

　すぐに答えが出る質問、
簡単には答えが出せない
質問など、五戸町について
中学生と一緒に考える良い
時間でした。
　これからも町・行政に
関心を持ち続けてもらえ
ればと思います。

髙 奥 浩 明　議員
（広報常任委員）

主な意見・質問と議員の回答

五戸中学校出前意見交換会

～出前意見交換会を終えて～



　五戸町の将来を担う子どもたちに町政について関心を持っていただきたく、五戸町議会広報常任
委員会に所属する議員が五戸中学校で出前意見交換会を行いました。
　生徒の皆さんには事前に「現状、私たちが感じる課題」や「提案・質問」を考えていただき、当日に
生徒と議員が意見交換を行いました。

五 戸 中 学 校

◆生徒：教育・子育て支援の拡充のため、おむつ
代など係る費用を無料にしては。

川﨑：出産一時金や夫婦の家賃補助など実は
いろいろやっている。時代に合わせて
今後も考えていく。

◆生徒：医師の減少に対する対策は。
柏田：五戸総合病院医師確保のため、全国の

登録医師とのマッチング支援サービス
の活用や、多くの派遣・応援医師に御
協力頂き、医師確保に努めている。

◆生徒：修学旅行費補助の実施予定は。
佐 木々：「現段階での実施は困難である」との答弁

が９月定例会において示されたが、今後
も引き続き実施を求めていきたい。

◆生徒：五戸町の老人ホームに待機者はいるか。
髙奥：低料金で利用できる地域密着型特別養護

老人ホームでは、80名ほど待機している。
◆生徒：令和６年度の商工費の主な使い道は。
豊田：五戸まつりや各イベント、プレミアム

商品券の資金などに使用している。

３年１組・３年２組の
皆さんに参加して
いただきました！
（令和７年11月27日実施）

倉石中学校との出前意見交換会も予定しておりましたが、インフルエンザによる学年閉鎖のため実施できませんでした。紹介しきれませんでしたが、たくさんの素晴らしいご感想・ご意見をいただきありがとうございました。

　12月８日に開催された五戸町議会第15回定例会一般
質問に、川内中学校２年生の皆さん21名が傍聴に来て
くれました。
　午後からの傍聴でしたが、川﨑議員と髙奥議員の
一般質問が行われる中、気づいたことなどをメモし
ながら静かに傍聴されていました。
　今回の議会傍聴をとおして、町政や町議会への興味・
関心につながってくれると幸いです。

川内中学校議会傍聴

議会傍聴をしてみての感想を一部紹介させていただきます
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た
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か

　町のためにたくさんの人の意見がぶつかり
合ってよりよいものになっていることがわか
りました。難しい質問もお金やいろんな問題
に対応した答えを出せるのが本当にすごいと
思いました。町民一人一人が住みやすい町に
なるようにすごく考えられていてうれしかっ
たです。私も五戸町に住んでいるのに、知ら
なかったことや想像したこともなかった町の
課題が多くあって驚きました。特に心に残っ
ているのは、髙奥浩明さんの五戸町の再生
可能エネルギーについての質問です。使われ
ていない地域を発電に使うのか、五戸町に
とってのメリット・デメリットなどを考えて、
どの答えが最善なのか考えるのが面白かった
です。

　五戸町議会を傍聴して、ふだんの生活では
簡単に見ることのできない貴重な議論を知る
ことができてよかったです。議員の人たちが
意見を述べたり、質問したりしていて、見て
いて感動しました。五戸町の議会の様子を
テレビで放送していることは知っていたけれ
ど見たことがなかったので、実際に傍聴人
という立場で見るのは新鮮でした。特に印象
に残ったのは、１つの質問事項についても
いろいろな意見があるということです。議員
の方々一人一人が同じというわけではないけ
ど、五戸町のことを思い発言していることが
わかりました。五戸町議会を傍聴した経験を
これからの生活で生かしていきたいと思い
ます。

　一人の町民として町を活性化させていきた
いと思います。町を活性化させるために、
地域の祭やイベントに参加し、町を盛り上げ
ていく必要があると思いました。また、五戸
町の一員として自覚をもって活動していきた
いです。
　がん検診については、若い世代からがん
検診についての重要さを発信し、広い世代に
興味・関心を集める必要があると考えました。
なので、私たちから家族にがん検診を勧め、
そこから多くの人々にがんの怖さを伝えていか
なければならないと思いました。
　再生可能エネルギーの施設も、増やしていっ
た方が今後の五戸町のためになるのではない
かと考えたけれど、処分の仕方に問題が生じる
ことがわかりました。処分の仕方をよく考え
ながら、エネルギー問題について考えていく
必要があると思いました。
　町の一員としてできることをして、将来の
五戸町を支えられるようにしたいです。

　私は、これからの五戸町を子どもから大人
まで誰もが安心して暮らせる町にしていき
たいと思っています。今住んでいるこの町に
は、自然や伝統、優しい人たちなど、よい
ところがたくさんあります。その魅力を大切
にしながら、もっと若い人たちがここで暮ら
したいと思えるような場所にしていきたい
です。
　そのために、私たち中学生の声も町づくり
にしっかり届いてほしいし、自分でもできる
ことがあれば積極的に参加したいと思いま
す。五戸町の未来をつくるのは大人だけでは
なく、私たち一人一人だと感じています。
小さなことでも、自分にできることから始め
て、みんなが笑顔になれる五戸町にしていき
たいです。

⑪ ごのへ議会だより 第58号 ごのへ議会だより 第58号 ⑩

　町のことをよく調べ、
何が課題かを理解して
くれていることが伝わり
ました。中学生だからこそ
見える課題も教えてもら
えたので、こちらも大変
勉強になりました。あり
がとうございました。

川 﨑 七 洋　議員
（広報常任委員長）

　自分も中学三年生の親で
あり、生徒の皆さんと親し
く意見交換できました。
特に地域医療・人口減少
問題のような大人でも正解
がなかなか出せない課題
に対し、取り組む姿勢が
素晴らしかったです。

柏 田 匡 智　議員
（広報常任委員）

　中学生の提案を見ると、
現状を分析した上で、対応
策を考えているという点
ではなかなか鋭いと感じ
入りました。改めて行政
の場でも課題に対して取り
組まなければと、思いを
新たにしました。

豊 田 孝 夫　議員
（広報常任副委員長）

　自分たちが考えたテーマ、
課題に対し純粋にそして真摯
に向き合っていて、一人一人
が主体的に考え、行動しよう
とする姿勢が感じられ、今後
の町づくりや政策検討につな
げていくべき貴重な意見で
あると感じました。

佐々木 喜 克　議員
（広報常任委員）

　すぐに答えが出る質問、
簡単には答えが出せない
質問など、五戸町について
中学生と一緒に考える良い
時間でした。
　これからも町・行政に
関心を持ち続けてもらえ
ればと思います。

髙 奥 浩 明　議員
（広報常任委員）

主な意見・質問と議員の回答

五戸中学校出前意見交換会

～出前意見交換会を終えて～
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３月定例会は３月上旬開会予定です。
日程が決まりしだい「五戸ちゃんねる」、
五戸町ホームページでもお知らせします。
（お知らせは２月下旬頃の見込みです）

詳しくは議会事務局へ〔TEL 62 － 2111（代表）〕

議員活動報告

　令和７年10月21日、青森県町村議会議長会主催の正副議長・
各種常任委員長・議会運営委員長・事務局長研修会に五戸町議会
から、議長、副議長、各常任委員会委員長ら５名が出席しました。

講演  「今日の議員報酬・定数の考え方の実現する手法
『住民自治の根幹』としての議会を作動させるために」

講師  大正大学　社会共生学部公共政策学科　教授　江藤　俊昭　氏

　令和７年11月10日、おいらせ町での八戸圏域連携中枢都市圏

形成促進議員連盟主催による講演会に議員10名が参加し、地域の

交通政策について話を伺いました。

講演  「『選ばれる』地方都市圏に求められる地域交通戦略」

講師  福島大学　経済経営学類　教授　吉田　樹　氏

　令和７年11月20日、五戸町において三戸郡内の町村議会議員が

集まる三戸郡町村議会議員研修会が開催され、五戸町議会議員は

14名が出席しました。

講演  「三戸郡の文化財と文化財保護について」

講師  五戸町教育委員会 教育課　課長補佐　村本　恵一郎　氏

正副議長・各種常任委員長・議会運営委員長・事務局長研修会

第33回連携中枢都市圏の形成に関する講演会

三戸郡町村議会議員研修会


